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水遊びに夢頑

（恵雨幼稚園・東忠岡幼

忠岡町民
盆踊り大会

18：30～22：00

忠岡小学校校庭

◆ビンゴゲーム大会：18：30～19：10

18：15からやぐら前でビンコカードを子ども

に配布。スタートは18：30～。【先着300枚】

◆開会式：19：10～　　◆泉州音頭：19：30～

【泉州音頭保存会民謡さつき会】

◎雨天等で盆踊り大会が開催できない場合は、

大会は中止となります。

主催　忠岡町民盆踊り大会実行委員会

主管　忠岡町青年団体協議会

平成29年（2017年）

8月（No．610）
【今月のページ】

・KI X泉州国際マラソン募集…3P

・大雨や急な河川の増水について

…………4P

・古紙・古布集団回収にご協力を

…………9P

・水道事業の統合等について

…‥・10～13P

17：00～22：00

忠岡本通り線ほか

◆当日は、出店の関係で下の図の区間を中心に車両通
行止となります。（通行禁止17：00～22：00）

◆周辺のみなさまには大変こ迷惑をおかけいたします
が、ご協力のほどお願いいたします。

ガ
り唖



非核・平和パネル展『ヒロシマ・ナガサキ』
期　間　8月3日（木）～7日（月）

場　所　児童館前サブエントランスホール

非核・平和国書コーナー
期　間　8月2日（水）～13日（日）

場　所　忠岡町図書館

～平欄の鐘の打ち眠らし～

町では、恒久平和と先の大戦で亡くなられた尊い生

命への思いを込めて、8月15日正午に町長の「平和の

メッセージ」を広報無線でお知らせするとともに、1

分間の黙とうを行います。また、これにあわせて庁舎

平和の鐘の打ち鳴らしを行います。

＝住民の皆様もぜひご参加ください＝

打ち水大作戦inただおか20け
むし暑い夏すずしいひとときをJ

・日　時　8月4日（金）15時～16時30分

・会　場　シビックセンター西側入口

（町民グラウンド側）

子どもたちの発表もあります

みなさんぜひお越しくださいJJ

【間】生活環境課　℡22－1122〔雨天中止〕

鰯蓮ヤラグランプリ蜜豆沙

日本一小さなまち「忠岡町」の

キャラクターとして、『ただお課

長』は今年もエントリーしていま

す。毎日1回投票できますので、携帯・PC・スマ

ホ等から投票してくださいJ応援よろしくお願いし

ます。　　　　　　　【間】産業振興課

投票期間：8／1（火）10時～11／10睦）18時

【間】スポーツセンター　℡22－8622

「盲遍還壷諒百百蒜‘Tt1日言蒜蒜1
8月　5　日仕）北　出　タコ公園【6日（日）】

8月11日蝕祝高月南菅原神社雨天中止

8月15日炊）馬　瀬
東忠岡小学校雨天中止

8月26日仕）北　区

」　　　　北区ちびっこ広場【27日（日）】j

「夏休み才子ともクッキング」
～お弁当を作ろう～

・日　時　8月24日（木）10時～13時

・場　所　文化会館3階料理

書

・講　師　西谷　仁美氏

・対　象　町内在住小学4年　J二も†；▲

生～中学生

・受講料　500円

・定　員　16名（先着順）
庫打撃

・申込み　8／4～18に受講料

を添えて文化会館事務所まで

夏休み子とも教室
【間】文化会館　℡33－1151

「親子ルンルン体操」
日　時　8月31日（木）13時30分～15時

場　所　文化会館4階軽運動室

講　師　朝海　伯子氏

対　象　町内在住の0歳児～小

学1年生までの子ども

とその保護者
・受講料　100円

・定　員　20組（先着順）

・申込み　8／6～27に受講

料を添えて文化会

館事務所まで
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2017年第2回英語検定試験申込み
～忠岡中学生への英検受験補助～

■受験日10月8日（日）■受験会場　近郊の大学等
・申込期間　8月31日（木）～9月8日（金）

・申込用紙　忠岡中学校を通じて全校生徒に配付

・申込先　忠岡中学校　学級担任に英検申込用紙

を直接提出

※検定料補助は、当該年度に1人1回。（第1回検定

を町の全額補助で申込をした人は対象外）

町内在住の中学生・高校生・大学生
・専門学校生への英検受験料補助

■受験日10月8日（日）『受験会場　案内書を参照

■申　込　8月14日（月）～9月8日（金）

■申込先　役場4階　学校教育課

（願書、案内は学校教育課に配置）

※補助は1人年間1回のみです。　【間】学校教育課
～この機会に挑戦しようJ～

■日　　時　平成30年2月18日（日）

■種　　目　☆フルマラソン10時30分スタート…①

☆10kmマラソン　スタート時間調整中…②

◎募集人数（彰5，000名　※定員を超えた場合は抽選

（ネット・専用振替用紙の申込）

②1，000名　※先着順（ネット申込のみ）

◎参加資格（彰大会当日18歳以上の健康な方で、制限

時間内に完走可能な方
（多国内在住の16歳（2002年4月1日以前

に生まれた方）以上の健康な方で、制

限時間内に完走可能な方
※大会運営等の事情により車椅子での参加は不可。

◎参加費　①10，800円（専用振替用紙での申込みに
ついては事務手数料500円が必要）

②一般：5，400円／16歳～18歳（1999年

4月2日～2002年4月1日に生まれた

方）：2，500円

◎申込期間　・ネット申込…9月11日（月）10時～9

月29日（金）17時
・専用振替用紙申込…9月11日（月）～

9月22日（金）消印有効

◎申込方法・インターネット（ランネット）事前に

会員登録が必要です（登録料無料）
・所定の専用振替用紙による郵便振替

（事務手数料500円が必要）

専用振替用紙は、8月中旬頃に役場等
に置く予定です。
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f∴十十
《忠岡町国際交流協会総会》

子ともたちも元気に発表〃
7月20日、役場3階研修室で開催された総会で

は、奥会長、和田町長の挨拶に続き、平成29年度

の事業等について審議されました。

第2部では、本町友好都市を訪問した生徒の感

想文朗読や、忠岡町PR動画に出演した子どもた

ちによるダンスが披露されました。

l M日日■■■●●■■●■■■■■●■■●■■■111■■●■■●■●■■●■■●■●■●■●●●■●■●■●■

・10kmマラソンはインターネット（ラ

ンネット）のみで先着順。（定員を

超えた時点で募集を締切ります）

※電話・FAX・郵送及び、事務局持参による

申し込みは受け付けません。

≪問合せ先≫

◎専用振替用紙に関すること
KIX泉州国際マラソンパンフレット発送センター

℡03－3714－7924

◎大会に関すること
KIX泉州国際マラソン事務局　℡072－436－3440

※詳しくは、泉州国際市民マラソンホームペー

ジをご覧ください。

↓
総
会
の
よ
う
す



大雨も急な水路や
河川の増村こ囁克てf

避　難　勧　告

避難指示（緊急）

【問】自治政策課

℡22－1122

防災ガイドマップを見て、どのような危険があるのか確認し

について　ましょう。また、指定避難場所を確認し、そこまでの経路や
移動手段について計画しておきましょう。

忠岡町から発令される避難情報には、以下のものがあります。
避難勧告や避難指示（緊急）

を発令することが予想される

場合

避難準備・高齢者等避難開始

□避難に時間を要する人（ご高

齢の方、障害のある方、乳幼

児等）とその支援者は避難を

開始しましょう。

ロその他の人は、避難の準備を

整えましょう。
（表は内閣府より）

災害による被害が予想され、人的

被害が発生する可能性が高まった

場合

避　難　勧　告

□速やかに避難場所へ避難をしま
しょう。

口外出することでかえって命に危険
が及ぶような状況では、近くの安
全な場所への避難や自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

もしもの時に備えて考えておきましょう
◇大雨等により、避難場所までの移動が危険と思われ

る場合は、近くのより安全と思われる建物（最上階

が浸水しない建物、川沿いでない建物等）に移動し

ましょう。

◇外出すら危険と思われる場合は、建物のより安全と

思われる部屋に移動しましょう。

□非常持ち出し袋

□懐中電灯
ローソク

ロ予備電池

充電器

□常備薬・
持病薬など

ロ救急用品

□預金通帳

□印　　鑑

□非常食

［コライター

マッチ

ロ軍手・手袋

□簡易トイレ

ロ下　　着

□健康保険証

D権利証書類

□飲料水

□携帯ラジオ

［コティッシュ

⊂］ウェット

フ‾イ　ツソユ

ロ現金（小銭等）

□運転免許証

□生理用品

ロヘビー用品　　　　※水は1人あたり1日3㍑が目安

月に一度は豪族戯評芸議をJ

非常持ち出し品や

災害時における集

合場所の再確認を

しましょう〃

災害が発生するなど状況がさらに

悪化し、人的被害の危険性が非常

に高まった場合

避難指示（緊急）

□まだ避難していない人は、緊急に

避難場所へ避難をしましょう。

口外出することでかえって命に危険

が及ぶような状況では、近くの安

全な場所への避難や自宅内のより

安全な場所に避難をしましょう。

忠岡町避難所一覧

避　難　所 偖ｨ����������

忠　岡　小　学　校 �(�ｩ>ﾃ�)ｩm｣�)MC3�ﾘb�

総合福祉セ　ン　タ　ー �(�ｩ>ﾃ�)ｩm｣儁C�Xﾘb�

文　　化　　会　　館 �(�ｩ>ﾃ�)ｩm｣�窺C�xﾘb�

忠　岡　中　学　校 �(�ｩ8ﾃ�)ｩm｣�yMCXﾘb�

シビックセンター（役場） �(�ｩ8ﾃ�)ｩm｣3IMC�ﾘb�

東　忠　岡　小　学　校 僥��3))ｩm｣�yMC�ﾘb�

高月コミュニティーセンター 俘(ﾈ�>ﾃ9)ｩm｣9MCXﾘb�

「H

l 表願亀亀◎瓢別報
！災害時の行動を確認しましょうJ
1　9月5田（火）11時開始〃

！携帯電話の訓練緊急速報が一斉に鳴りますJ

◆11時3分頃：大津波警報発表（訓練用のエリ

アメール／緊急速報メールを発信）

H P 大阪880万人訓練

■　【問】府民お問合せセンター　別6－6910－8001i

LH＿．．＿．．＿‖＿‖＿‖＿．・．．＿‖＿‖＿・．‖＿‖＿‖＿．．＿‖＿．

〔7／22・兵庫県防災センター〕
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願望眉膳ロのご崇拘
《相談無料・秘密厳守》

冠婚葬祭互助会に7年間積み立てをし、合計24万
円払い込んだ。満期になり解約しようとしたら解
約手数料3万5千円を差し引くと言われた。

事

例

冠婚葬祭互助会は、月々一定金額を積み立てて、

解貯まった金額を結婚式や葬儀の際のサービス費用
の一部に充当して負担を軽くするための仕組みで

す。預金と違い利息はつきません。またサービス

説霊チリ宗墓誌警管芸芸警霊凱慧聖霊警警雲冒浩
で注意が必要です。

（国民生活センター　見守り新鮮情報より）

消費生活相談窓口では、専門家の相談員が、上記の
ような消費生活に関する様々な相談を受付け、解決の
ためのアドバイスをしています。おかしいな、困った
な、と思ったときはすぐに下記相談窓口までご連絡く
ださい。

l′

■■■■■■■■■●■■■■■■■t●■t■■■●■■■■■●■■●■■■■●■●■■

中小企業診断士による

経営・省エネ相談
省エネや売上アップに何ができるか

を、事業場に出向いて丁寧に具体的な

改善策を提案いたします。

日　時　8月24日（木）14時～17時

※相談は無料です。お申し込みは忠

岡町商工会まで。（℡33－3208）
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中

小
企
業
と
連
携
し
た
新
事
業
分

野
の
開
拓
等
に
よ
り
市
場
の
創

出
・
開
拓
（
新
規
開
業
を
行
う

場
合
も
含
む
）
　
を
行
お
う
と
す

る
方

②
自
ら
事
業
計
画
の
策
定
を
行

い
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

に
定
め
る
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
に
よ
る
指
導
及
び
助
言

を
受
け
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
7
2
0
0
万
円

う
ち
運
転
資
金
4
8
0
0
万
円

2
0
0
0
万
円
ま
で
は
無
担
保

・
無
保
証
人
で
利
用
可

【
ご
返
済
期
間
】

設
備
資
金
　
2
0
年
以
内

運
転
資
金
　
7
年
以
内

【
利
　
率
】

●
2
0
0
0
万
円
以
内
で
無
担
保

・
無
保
証
人
の
場
合

2
・
0
6
～
2
・
3
5
％

（
平
成
2
9
年
7
月
1
2
日
現
在
）

【
担
保
・
保
証
人
】

ご
融
資
に
際
し
て
の
保
証
人
、

担
保
　
（
不
動
産
、
有
価
証
券
等
）

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
客

様
の
ご
希
望
を
伺
い
な
が
ら
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

忠
岡
町
商
工
会
ま
で
。

新
規
開
業
に
あ
た
っ
て
ご

不
明
な
点
は
、
ま
ず
は
商

工
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い。
8
日
日
I
R
T
7
日
は

「
水
の
遇
闇
」
で
す
′



▲町内大型スーパー前で

行われた街頭啓発（7／3）

（前忠岡町更生保護女性会会長）

璃
鵜
川
約
㍍
彩

7
月
4
日
、
薬
物
の
危
険
性
に

つ
い
て
、
久
米
田
病
院
・
狩
山
博

文
副
院
長
に
、
忠
岡
中
学
校
2
年

生
へ
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
は
真
剣
な
表
情
で
、
内

容
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ヒ
ア
〓
・
ア
カ
カ
ミ
ア
〓
に
ご
注
意
く
だ
ま
い
～

よ
う
こ
芝
／

役
場
へ
…

日
本
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

桐
谷
久
子
氏

（束2）

6
月
2
3
日
、
忠
小
・
束
小
両
校

の
3
年
生
が
役
場
を
訪
れ
、
町
の

仕
事
に
つ
い
て
、
色
々
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

↓
職
員
か
ら
住
民
課
の
お
仕
事
に
つ

い
て
説
明
を
聞
く
3
年
生

（
1
階
・
東
小
）

6
月
に
、
大
阪
府
内
で
特
定
外

来
生
物
の
ア
リ
、
『
ヒ
ア
リ
と
ア

カ
カ
ミ
ア
リ
』
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
2
種
と
も
に
、
攻
撃
性
が
強

く
、
刺
さ
れ
た
場
合
、
体
質
に
よ

っ
て
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
シ

ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

な
ど
危
険
で
す
。
万
一
、
見
つ
け

た
場
合
は
生
き
た
個
体
を
素
手
で

触
ら
な
い
な
ど
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
ヒ
ア
リ
の
特
徴
】
体
長
は
2
・

5
～
6
m
程
、
体
色
は
主
に
赤

茶
色
、
草
地
な
ど
に
ド
ー
ム
状

ト
和
田
町
長
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

お
話
を
聞
き
ま
し
た

（
町
長
室
・
忠
小
）

税
l
に
関
す
る
ー

要
義
無

■
対
　
象
…
①
中
学
生
②
高
校
生

■
テ
ー
マ

①
税
に
関
す
る
こ
と

②
税
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
（
未
発
表
の
作
品
）

■
文
字
数
…
①
1
2
0
0
字
以
内

②

8

0

0

字

～

1

2

0

0

字

■
締
　
切
…
共
に
9
月
5
日
ま
で

■
提
出
先
…
①
忠
岡
中
学
校

②
泉
大
津
税
務
署

【
間
】
泉
大
津
税
務
所

℡
3
3
・
5
6
0
1

の
ア
リ
塚
を
作
る
。

【
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
の
特
徴
】

体
長
3
～
5
m
m
程
、
体
色
は
赤

褐
色
で
、
頭
部
は
褐
色
、
土
中

に
営
巣
。

★
駆
除
方
法
…
市
販
の
殺
虫
ス
プ

レ
ー
で
駆
除
が
可
能

★
刺
さ
れ
た
場
合
…
2
0
～
3
0
分
安

静
に
す
る
。
容
態
が
急
変
し

た
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診

し
、
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ア
リ
・
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
左
記
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

∫
環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所

（
野
生
生
物
課
）

℡

0

6

・

4

7

9

2

・

0

7

0

6

『
一
戸
一
灯
運
動
』
と
は
、
夜

間
に
門
灯
や
玄
関
灯
を
点
灯
し
て

町
内
か
ら
暗
が
り
を
な
く
し
、
痴

漢
・
ひ
っ
た
く
り
・
盗
難
事
件
等

の
犯
罪
を
、
減
少
さ
せ
て
い
く
運

動
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
間
】
自
治
政
策
課
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
中

（
経
済
対
策
分
）
1
人
に
つ
き
－
万
5
千
円

4
月
に
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
に
、
申
請
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

《
給
付
額
》

給
付
対
象
者
1
人
に
つ
き

1
万
5
千
円
（
1
回
限
り
）

《
手
続
き
方
法
》

・
受
付
期
間
　
平
成
2
9
年
1
0
月
3
1

日
　
（
火
）
　
ま
で

・
受
付
時
間
　
9
時
か
ら
日
時
ま

で

・
受
付
場
所
　
役
場
3
階
臨
時
福

祉
給
付
金
窓
口

偶
福
祉
錯
絹
錯
甘

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐

欺
や
個
人
情
報
の
搾
取
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

★
あ
や
し
い
？
と
思
っ
た
ら

少
し
で
も
詐
欺
か
な
と
感
じ
た

ら
、
泉
大
津
警
察
署
（
℡
2
3
・
1

2
3
4
）
　
ま
た
は
警
察
相
談
専
用

電
話
（
℡
＃
9
1
1
0
）
　
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
い
さ
か
い
支
援
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

8
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
全
国
強
調
月
間

国
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い

認
識
を
深
め
、
早
期
解
決
に
努

め
ま
し
ょ
う
。



議会だより
第2回定例会

℡22－1122

（北2）

（8）

議

　

決

　

事

　

項

【
6
／
2
2
】

▼
即
日
報
告
さ
れ
た
も
の

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て
　
（
一
般
会
計
）

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
2
9
年
度
忠
岡
町
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
）

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
　
（
東

忠
岡
小
学
校
空
調
等
整
備
工
事
）

◎
物
品
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事
業
）

◎
忠
岡
町
公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
設
置
運
営
事
業

者
選
定
委
員
会
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
平
成
2
9
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

◎
平
成
2
9
年
度
忠
岡
町
国
民
健
康

保
険
事
業
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

▼
即
日
不
採
択
さ
れ
た
請
願

◎
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
存
続

を
求
め
る
請
願

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
決
議

◎
「
2
0
2
5
　
日
本
万
国
博
覧

会
」
　
の
大
阪
誘
致
に
対
す
る
決

議
意
見
書
（
追
加
）

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
「
森
友
学
園
」
問
題
と
「
加
計

学
園
」
問
題
の
徹
底
究
明
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
　
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

2
9
年
6
月
下
旬
～
7
月
下
旬
）

大
正
1
5
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
人

共
済
組
合
等
の
期
間
を
有
す
る

方
※
資
格
期
間
が
国
民
年
金
の
み
の

方
、
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組

合
等
の
期
間
が
1
2
月
満
た
な
い

方
で
生
年
月
日
が
昭
和
2
7
年
8

月
2
日
以
降
の
方
は
、
年
金
請

求
書
（
短
縮
用
）
　
は
送
付
さ
れ

ず
「
年
金
請
求
書
（
事
前
送
付

用
）
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
間
】
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡

0

5

7

0

・

0

5

・

1

1

6

5

国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

忠
岡
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

田
中
　
華
氏
（
新
）

▼
必
要
な
資
格
期
間
が
2
5
年
か
ら

1
0
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
！

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
に
、
保
険
料
納
付
済
期
間

（
国
民
年
金
の
納
付
済
期
間
や
厚

生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加

入
期
間
を
含
む
）
　
と
国
民
年
金
の

保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し

た
資
格
期
間
が
原
則
2
5
年
以
上
あ

れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
短
縮
」
　
の
黄
色
の

封
筒
が
届
い
た
方
へ

該
当
者
の
方
に
は
順
次
「
年
金

請
求
書
　
（
短
縮
用
）
」
を
黄
色
い

封
筒
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

①
大
正
1
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
1
7

年
4
月
1
日
　
（
平
成
2
9
年
2
月

下
旬
～
3
月
下
旬
）

②
昭
和
1
7
年
4
月
2
日
～
昭
和
2
3

年
4
月
1
日
（
平
成
2
9
年
3
月

下
旬
～
4
月
下
旬
）

③
昭
和
2
3
年
4
月
2
日
～
昭
和
2
6

年
7
月
1
日
　
（
平
成
2
9
年
4
月

下
旬
～
5
月
下
旬
）

④
昭
和
2
6
年
7
月
2
日
～
昭
和
3
0

年
1
0
月
1
日
　
〔
女
性
〕
　
（
平
成

2
9
年
5
月
下
旬
～
6
月
下
旬
）

昭
和
2
6
年
7
月
2
日
～
昭
和
3
0

年
8
月
1
日
　
〔
男
性
〕

⑤
昭
和
3
0
年
1
0
月
2
日
～
昭
和
3
2

年
8
月
1
日
　
〔
女
性
〕
　
（
平
成

水
　
道
　
　
【
水
道
課
】

▼
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

減
免
申
請
及
び
更
新
に
つ
い
て

【
対
象
世
帯
】

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
で
あ
っ
て
、
満
1
8
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
3
1
日

ま
で
に
あ
る
児
童
を
監
護
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
家
庭

②
満
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯

【
要
　
　
件
】

①
②
と
も
に
町
民
税
非
課
税
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
は
減
免
対
象
外
）

【
必
要
な
書
類
】

※
継
続
の
方
は
④
の
書
類
の
み
。

④
上
下
水
道
料
金
等
減
免
申
請
書

（
4
階
水
道
課
）

⑧
町
民
税
非
課
税
証
明
書
（
1
階

税
務
課
・
印
鑑
と
本
人
確
認
書

類
・
証
明
書
発
行
手
数
料
3
0

0
円
が
必
要
）

【
注
】
現
在
減
免
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
個
別
に
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。

・
期
間
　
8
月
1
日
（
火
）
～
3
1
日

（
木
）
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
除
く
）

※
申
請
の
な
い
場
合
は
減
免
不
可

◆
新
規
に
対
象
の
方
…
随
時
受
付

【
間
】
水
道
課

障
が
い
者
福
祉

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
5
期
分

介
護
保
険
料
第
5
期
分

町
　
府
　
民
　
税
第
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
2
期
分

納
期
限
は
8
月
3
1
日
で
す

▼
特
別
障
か
い
者
手
当
・
障
か
い

児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
に
つ
い
て

現
在
、
こ
れ
ら
の
手
当
て
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
確

認
の
た
め
に
現
況
届
（
所
得
状
況

届
を
含
む
）
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

届
に
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の
方
は
、

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
手
当

て
の
支
給
を
差
し
止
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
提
出
期
間

8
月
1
日
（
火
）
～
1
8
日
（
金
）

◆
提
出
先
　
い
さ
か
い
支
援
課



浜霊園
申込募集
‾ナ‾　由‘■′‾一十．

■■■■■山■・・、

霊室のまち忠岡町
ひとの動き

人口17．267人（－15人）

男　8．340人（一22人）

女　8．927人（＋7人）

世帯　　7．671（＋7）

≪2017年6月末現在≫
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【
特
別
陣
が
い
者
手
当
】

月

額

　

2

6

、

8

1

0

円

・
支
給
対
象
・
‥
満
2
0
歳
以
上
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
著
し
く
重
度
で
永
続
す
る
障

か
い
　
（
知
的
障
か
い
を
含
む
）

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

方
・
支
給
制
限
…
①
病
院
等
に
3
ケ

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
③

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
方

【
陣
が
い
児
福
祉
手
当
】

月
額
1
4
、
5
8
0
円

・
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
未
満
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
で
永
続
す
る
障
か
い

（
知
的
障
が
い
を
含
む
）
　
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方

永
年
に
わ
た
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

忠
岡
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

ご
退
任

藤

　

野

　

進

氏

▼
支
給
制
限
…
①
障
害
年
金
な
ど

の
障
か
い
を
支
給
理
由
と
す
る

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
②

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
③
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
方

【
間
】
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
　
生
活
福
祉
課

℡

0

7

2

・

4

4

1

・

2

7

6

0

ま
た
は
い
さ
か
い
支
援
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

5
周
年
日
韓
文
化
フ
ェ
ス
タ

農
業
だ
よ
り
【
産
菜
振
興
課
】

★
6
月
の

忠
岡
町
農
業
委
員
会
活
動
状
況

6
月
2
7
日

定
例
農
業
委
員
会
を
開
催

・
報
告
第
7
号
　
農
地
法
第
4
条

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

に
つ
い
て

～
ご
み
の
減
量

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
～

各
地
区
子
ど
も
会
等
で
、
古
紙

（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
等
）
、

古
布
の
集
団
回
収
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

《
回
収
日
》

◆
第
l
日
曜
日
…
高
月
北
・
北
出

・
青
空
・
南
区

◆
第
2
日
曜
日
…
高
月
南
・
北
区

◆
第
3
日
曜
日
…
馬
瀬
・
西
区

◆
第
4
土
曜
日
…
東
区

◆
第
4
日
曜
日
…
若
竹
・
中
央

・
実
施
日
は
天
候
等
に
よ
り
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
い
の
方
は

所
在
地
　
忠
岡
南
3
丁
目
1
5
6

3

－

6

－

2

4

募
集
内
容

・
区
画
面
積
　
1
・
5
6
2
m
及
び

l

・

8

7

2

2

m

・

使

用

料

　

4

2

4

、

0

0

0

～

6

5

0

、

0

0

0

円

（
管
理
料
年
5
0
0
円
が

別
途
必
要
）

申
込
資
格
　
申
込
時
に
忠
岡
町
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
お
り

引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

世
帯
主
ま
た
は
本
町
に
本

籍
を
有
す
る
世
帯
主

《
浜
霊
園
・
共
有
墓
地

ご
利
用
の
み
な
さ
ま
へ
》

墓
地
の
美
化
・
清
掃
に
ご
配
慮

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
隣

接
地
と
の
境
界
に
つ
き
ま
し
て
も

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
間
】
住
民
課
℡
2
2
・
1
1
2
2

実
施
等
に
つ
い
て
管
理
会
杜
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
古
紙
、
古
布
は
、
紙
袋
に
入
れ

る
、
も
し
く
は
紙
紐
で
く
く
る

な
ど
し
て
、
紙
以
外
の
も
の
が

混
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
間
】
生
活
環
境
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

ル
ー
几
を
守
っ
て
仙

薬
L
L
l
花
火
を
∫
二

き
れ
い
な
花
火
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
に
、
次
の
注
意
事
項
を
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

〔
注
意
事
項
〕

・
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読

ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
大
人
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で

点
火
し
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
た
く
さ

ん
の
花
火
を
束
ね
て
点
火
し
た

り
し
な
い
。

・
風
の
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

人
気
K
－
P
O
P
グ
ル
ー
プ
・

カ
バ
ー
タ
ン
ス
、
日
韓
舞
踊
、

伝
統
芸
能
等
多
数
出
演

日
　
時
　
9
月
2
4
日
　
（
日
）

1
2
時
3
0
分
～
1
6
時

場
　
所
　
浪
切
ホ
ー
ル
　
（
岸
和
田
）

入
場
料
　
1
0
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
）

定
　
員
　
1
5
0
0
人
（
先
着
順
）

【
申
・
間
】
韓
国
民
団
泉
州
支
部

℡

0

7

2

5

・

3

2

・

5

4

5

2

大
阪
府
よ
り

個
人
事
業
税

☆
第
1
期
分
の
納
期
限
は

8
月
3
1
日
　
（
木
）
　
で
す

■

●

■

■

■

■

■

■

■

●

●

■

●

●

●

●

■

●

■

■

■

■

●

■

■

●

■

＿

●

■

・
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
絶
対

に
覗
き
込
ん
た
り
し
な
い
。

・
火
の
始
末
は
き
ち
ん
と
行
い
、

コ
三
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う。



☆水道課よりご報告☆
水道事業の統合に向けての検討、協議について

1．水道事業の広域化について報告します

忠岡町、泉南市、阪南市、豊能町、能勢町、田尻町及び岬町の7団体は、大阪広域水道

企業団との水道事業の統合（広域化）に向けた検討、協議を、平成28年4月からスタート

させました。その検討結果について、住民の皆さまにご報告いたします。

大阪広域水道企業団l 
l 

★ ��★ ��｢�

工 業 剞� 道 ��R�;��

用 剽p 倬b�

埜 剞� 仂b�
道 刹� ��������

」 

業 剋� �b�

（ 刹ﾆ （ �.ｲ�-b�

府 

内 剔� �,ﾂ�

の 剄� 从ｲ�

工 剋s ��R�

場 凾� ������｢�

等 へ 剌� く ��

の 給 杢 剋s 町 村 へ 免ﾆﾂ�貶���X���r�

修　　子　　早 

畷　　　水　　　赤 

の 水 の 卸 売 芝 度������;��

道　　　事　　　水 

事　　　業　　　道 

業　　　　　　事 

業 て遼宣 

水道事業統合に向け炭討・脇彦中

今年の4月に、四億畷市、太子町および千

早赤阪村が経営していた「水道事業」を大阪

広域水道企業団が引継ぎました。

これまでと変わりなく、3市町村の皆様に

安心・安全な水道水が安定的に届けられてい

ます。

01．大阪広域水道企業団って何？

◆大阪広域水道企業団は、大阪市を除く府内の42市町村が共同経営する水道事業体

（公的機関）です。

◆「水道用水供給事業」「工業用水道事業」「水道事業」の3つの事業を展開しています。

02．他の団体は統合しないの？

◆水道施設や料金の格差、経営状況など、市町村それぞれによって事情が異なるため、広

域化の緊急性に違いがあります。

◆そのため、期限を切らずに、協議の整った市町村から順次統合することとしています。
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岬
町
水
道
事
業

阪
南
市
水
道
事
業

泉
南
市
水
道
事
業

田
尻
町
水
道
事
業

豊
能
町
水
道
事
業

能
勢
町
水
道
事
業

忠
岡
町
水
道
事
業



2．忠岡の水道の現状は？

水道の料金収入が年々減少

人口の減少、節水機器（節水型トイレなど）の普及により、使用水量は年々減少しま

す。そのため、水道の料金収入も、年々減少します。

項　　目　　平成26年度　　　　　　　　平成66年度

給　水　人　口　17，521人　　⇒　14，219人（3，302人減、19％減）

1日の有収水量　　5，230㌦　　⇒　　3，359nj（1，871nj減、36％減）

料　金　収　入　　302百万円　⇒194百万円（108百万円減、36％減）

コスト縮減が構造的に困難

すでにスリム化されているため、さらに効率化を図ることが困難です。そのため、忠

岡町単独でコストを減らすことには、限界があります。

たくさんの老朽化施設を抱えます

現時点で老朽化している施設は、9億円相当です。また、平成30年度から平成66年度

までに老朽化する施設は、約28億円相当です。

現　在

約9億円相当

平成30～66年度

約28億円相当

更新が必要な施設

約37億円相当

将来的に値上げが必要になります
料金収入が年々減少し、コスト縮減が困難な中、老朽化施設の更新費用が増加しま

す。そのため、将来的に経営が悪化して、料金値上げが必要になります。

水道課の技術職員は、土木専門職1名のみ

専門外である電気・機械設備に事故が発生したときの対応に不安があります。また、

地震等の大規模災害が発生したときに、組織的に対応することが困難です。

地震に弱い施設を抱えています

配水池には耐震性がありません。また、水道管の耐震適合率は非常に低く、4．5％

です。

03．施設を更新しなければ経営は悪化しないのでは？

ク◆水道は、住民の生活、健康保持及び生命維持に欠かせないライフラインです0
」■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　－＿1＿＿．．」L一」L′▲、＿＿　H．1　－●　＝量戎L　′一1－　I＿　さ．．上一　　′、．・．L　⊥

◆われわれ水道事業者には、安心・安全な水を安定的に届ける責任があります。

◆しかし、老朽化した施設を適切な時期に適切に更新しなければ、断水等の事故

を未然に防げなくなるため、その責任が果たせなくなります。

◆そのため、健全経営を前提とした計画を策定し、老朽化施設を更新する必要があります○
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3．水道料金の見通しは、こうなります

二つのケースについて検討

（円／m3）

250．0

240．0

230．0

220．0

210．0

200．0

190．0

180．0

170．0

160．0

150．0

（・忠岡町単独で水道事業を経営した場合（単独経営）・大阪広域水道企業団と統合した場合（統合）

1立方メートルあたりの水道料金の推移

H27　H29　H31　H33　H35　H37　H39　H41　H43　H45　H47　H49　H51　H53　H55　H57　H59　H61　H63　H65

（年度）

【モデ／Lを例lZ水道料金の見通しを比較】

例）3人家族が1ケ月で20立方メートルの水を使用

した場合の月料金

項　　目　　単独経営　　　統　　　　合

現　　在　　3，099円

平成36年度　3，501円　⇒　3，099円（402円安）

平成41年度　3，816円　⇒　3，099円（717円安）

平成47年度　4，159円　⇒　3，408円（751円安）

平成54年度　4，450円　⇒　3，714円（736円安）

平成60年度　4，761円　⇒　4，048円（713円安）

04なぜ40年先を見通すの？

◆世代間の負担の公平性を確認す

るためです。

◆また、水道事業の将来像を可視

化するためです。
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4．水道事業を統合すれば、こう変わります

コスト縮減が図れます

★市町村は個別に水道施設を保有しています。個々の水道施設を一つにまとめる（施設の統

廃合）などの合理的な手段を、採用できる可能性が広がります。

★施設の統廃合などによって更新事業費および維持管理費が低減されることを、今回の検討

により確認しています。

★さらに、統合後の10年間は、国の交付金を更新事業費の財源にあてることができます。

★また、統合によるスケールメリットを活かした業務の効率化を追求していきます。

水道施設の安定性が向上します

★町全域が断水するなどの大きな事故を、未然に防ぐことができます。

★耐震化率の着実な向上が見込めるため、水道施設は現状よりも地震に

強くなります。

水道料金の値上げが抑制されます

★将来の水道料金の値上げ時期が延期され、また、値上げ幅が縮小されます。

★忠岡で生まれ育ち、将来の忠岡を担っていく子供達の将来負担も軽減されます。

管理体制が格段に向上します

★大阪広域水道企業団の技術力・組織力を活用できるので、技術力が向上します。

★技術力が向上することにより、水質管理、施設管理などの維持管理体制が強化されます。

★大規模な施設事故、大規模災害等における非常時対応については、企業団全体で組織的に

対応します。

05．震災時の水の確保はどうなるの？

◆北出浄水場を震災時の拠点給水施設にするために、配水池を耐震化

します。

◆震災時には、北出浄水場に全国から給水車両が集結し、被災された

住民に応急給水ができるようになるので、ご安心いただけます。

06．今後のスケジュールはどうなるの？

平成29年度　　8月 �*ﾉj�8ﾊ���7�7X8ｨ6(4�5(8�986x�ｨ,ﾉ^X��

12月 �(�ｩ*ﾈｶ8檍,Y�Y;倬hｼi9ﾘﾘx,亊h+x.亳8粂*ｨ�(ﾈ�+8.ｨ.ｨ,霾�.�+X-ﾈ+r�

平成30年度　4月～ 舒仂i&8,h,ﾉ9ﾘﾘx,亊h+x.仄i.飲�/�/xﾈｸ��馼ｼiDh�(靖;�9��

平成31年度　4月～ 倬hｼh､ｨ趙�

（お知らせ）
ご報告させていただいた「水道事業の統合に向けての検討、協議」の検討結果について、町民意見を募集し

ます。詳しくは忠岡町役場ホームページ（水道課）をご覧ください。

なお、今回ご報告した内容は、統合素案をもとに作成したものです。「忠岡町役場ホームページ（水道課）」

「忠岡町役場1階情報閲覧コーナー」および「忠岡町図書館」にて統合

素案の閲覧ができます。

（意見募集期間）平成29年8月1日（火）から8月31日（木）まで
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◆役場の各種相談◆
℡22－

1122
■■■HHMM日日日日日日日日mmHHHH■日日■■

【法律相談】8／23㈹13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）　　人権広報課

【行政相談】電話受付　　　　　　　　　　　人権広報課

【人権相談〔要予約〕】8／15（火）

★11日陸ほでに電話予約　　　　　　　　人権広報課

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00～17：30

【生活困窮者相談】毎週月曜日10：00～12：00

★電話受付優先・1日2件まで　　　いさかい支援課

【労働相談】（か特設労働相談　8／17休）13：30～15：30

★予約不要　　　　　1階いさがい支援課横相談室へ

【就労相談】（地域就労支援）月～金　9：00～17：30

★予約不要　役場4階産業振興課へ

【消糞生活相談】火・金13：00～16：00（受付15：30ま

で）当日4階産業振興課へ　　　【問】産業振興課

【進路相談】（奨学金相談）

（D月～金曜日9：00～17：30　　　　　学校教育課へ

②±～日曜日9：00～17：00

児童館事務所へ　℡22－8602

【児童相談】　　　　　　　　　　　　　　　子育て支援課

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

総合福祉センター
乗忠岡老人いこいの家 行事予定

総合福祉センター　　℡22－0350
●なつかしの映画会　　8／1㈹13：30～

●パンパ一会　　　　　8／8㈹13：30～

〔受付8／1㈹～4捻り

●キッズクラブ世代間交流　8／9㈱14：30～

●カラオケ会　　　　　　8／15㈹13：30～

〔受付8／8㈹15時まで（定員有・先着順）〕

●盆踊り大会　　　　　8／17（杓13：00～

〔申込8／10（剤まで〕

●編み物教室　　　　　8／22㈹13：30～

〔受付8／1㈹～10（杓〕

●わくわく健康体操　　8／24（杓13：30～

☆民謡踊り教室　　水・金
☆囲碁・将棋　　　月・水

☆おかめひょっとこ　　　火

☆ハワイアンプラ　　　金

☆新　舞　踊　　　　　月

☆吹　き　矢　　　　　金

乗忠岡老人いこいの家　℡22－1567
☆カラオケクラブ　　月～木

☆音楽クラブ　　　　　火

☆健康体操クラブ　　　月

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

編み物教室「円座」を作ります
8月22日（火）13時30分より

材料費1000円　受　付　8／1㈹～10（杓

【間】社会福祉協議会事務局　℡31－1666
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9
月
号
題
　
『
記
憶
』
　
8
月
5
日
　
締
切
厳
守

1
0
月
号
題
　
『
興
奮
』
　
9
月
5
日
　
締
切
厳
守

※
一
人
五
句
ま
で
。
ハ
ガ
キ
か
封
書
・
F
A
X
で
左
記
へ
。

〒
五
十
宍
■
■
．
忠
岡
中
2
丁
目
1
6
－
2
0

「
忠
岡
川
柳
会
」
正
木
伸
明
宛
（
℡
・
F
A
X
3
3
・
6
6
2
9
）

次
回
定
例
会
　
8
月
2
0
日
　
（
第
3
日
曜
日
）
午
後
1
時
3
0
分

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

〃
傘
ハ
傘
寿
ハ
傘
奉
ハ
傘
毎
ハ
窄
ハ
傘
′
奴
ハ
率
お
山
ハ
′
傘
八
達
、
ハ
栓
バ
ハ
戒
、
ハ
虚
叩
」
ハ
点
て
毎
ハ
嫁
い
毎
ハ
傘
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傘
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傘
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傘
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傘
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カ
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3

　

0

　

0

1

　

1

　

1

過
ぎ
去
れ
ば
幸
せ
だ
っ
た
と
見
る
写
真

こ
れ
「
バ
ア
バ
」
孫
に
教
え
る
高
島
田

セ
ピ
ア
色
祖
母
父
母
揃
う
写
真
館

厚
化
粧
ば
か
り
並
ん
だ
写
真
集

長
男
の
写
真
の
多
さ
親
バ
カ
な

次
男
か
ら
天
然
色
に
か
わ
っ
て
る

見
た
ま
ん
ま
写
真
は
嘘
を
付
き
ま
せ
ん

カ
メ
ラ
見
て
横
向
く
だ
ん
な
こ
っ
ち
見
て

白
黒
の
従
兄
弟
歩
哨
の
一
枚
の
み

よ
そ
行
き
の
顔
に
紅
さ
し
ハ
イ
チ
ー
ズ

恋
破
れ
写
真
八
つ
裂
き
酒
二
合

こ
れ
誰
え
ー
良
く
掘
れ
過
ぎ
も
ま
た
困
る

父
母
の
写
真
に
願
う
今
日
の
無
事

童
顔
が
セ
ピ
ア
色
し
て
よ
み
が
え
る

彼
女
来
る
写
真
た
て
を
ソ
ッ
ト
伏
せ

老
い
支
度
服
や
写
真
は
片
付
け
て

こ
の
年
で
椅
鹿
に
取
っ
て
と
無
理
を
言
い

友
逝
っ
て
写
真
に
残
る
バ
カ
笑
い

吉
川
　
栄
子

上
田
　
克
子

池
田
　
勝
雄

角
谷
紗
知
子

藤
田
志
津
恵

杉
谷
　
晶
三

大
塚
　
照
雄

芦
田
　
春
子

桐
谷
　
英
樹

砂
原
　
久
子

岡

川

　

　

衛

吉
田
　
光
子

山
原
　
満
子

上
川
　
睦
男

原
田
　
行
正

橋
本
　
洋
子

西
川
リ
ヨ
子

正
木
　
伸
明

○
何
も
彼
も
遺
影
が
ち
ゃ
ん
と
見
抜
い
て
る
　
　
　
勝
又
栄
美
子

※
あ
ん
な
車
も
こ
ん
な
串
も
去
っ
て
た
な
ー
と
写
真
に
手
を
人
目
わ
す
光
．
景
浮
び
ま
す

○
生
き
残
り
「
平
和
観
音
」
写
り
し
子
　
　
　
　
　
烏
谷
　
　
猛

※
も
う
す
ぐ
終
戦
記
念
日
、
観
音
さ
ん
を
造
り
√
供
と
写
す
幸
せ
と
喜
び
の
句
で
す
ね

〇
年
や
な
あ
写
真
で
隠
せ
ぬ
顔
の
し
わ
　
　
　
　
　
西
川
　
粋
謡

♯
顔
の
蝦
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
け
れ
ば
能
面
の
翁
の
よ
う
な
好
好
爺
に
な
り
ま
す
よ

忠
岡
川
柳
会
（
㌘
」
）

正
木
伸
明
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）
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忠
岡
町
句
会
　
里
見
輝
子
選

こ
の
峠
ゆ
け
ば
師
の
里
花
み
か
ん

打
水
や
暑
さ
し
の
ぎ
の
日
課
か
な

竹
中
三
津
子

小
西
　
澄
子

《
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
》

劾
曹
藷
蓼
変
貌
歌
金
戦
寄
選
会

衿
も
と
を
過
ぎ
る
夜
風
に
秋
め
き
し

町
内
に
戻
れ
ば
は
ず
す
サ
ン
グ
ラ
ス

里
見
　
輝
子
　
　
ね
ぎ
ら
ひ
の
言
葉
に
ま
さ
る
団
扇
風

9
月
2
9
日
　
（
金
）
　
の
カ
ラ
オ
ケ
交
流
歌
合
戦
を
行
う
に
あ

横
井
恵
美
子
　
た
り
、
代
表
選
手
（
1
2
名
）
の
選
抜
を
致
し
ま
す
。

出
場
希
望
の
方
は
、
8
月
2
9
日
　
（
火
）
予
選
会
を
行
い
ま

西
川
　
房
子

次
回
　
八
月
三
日
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
中
元
・
花
火

サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
る
こ
と
な
く
卒
寿
過
ぐ
　
松
島
　
信
雄

白
扇
に
大
志
と
し
る
す
棋
士
若
し

活
座
　
晴
子

す
の
で
、
8
月
2
2
日
　
（
火
）
　
1
0
時
か
ら
柑
時
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
資
格
　
6
0
歳
以
上
で
忠
岡
在
住
の
方

【
間
】
忠
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
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1

・

1

6

6

6

／

2
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0
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5

0

象

Ⅷ

忠
岡
短
歌
会
泳
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

昭
和
に
は
村
に
あ
ふ
れ
し
子
ら
の
声
い
ま
三
人
の
児
童
な

り

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

手
術
終
え
涙
の
溜
ま
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ま
な
じ
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そ
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え
ば
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眼

を

開

き

ぬ
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の
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エ
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ラ

ル
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古

川
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郎

梅
雨
晴
れ
を
若
葉
風
吹
く
　
生
き
て
い
る
こ
の
活
し
さ
よ

癒
え
て
一
年
（
ひ
と
と
せ
）
　
　
　
　
　
宮
里
　
英
彦

青
葉
な
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陰
に
身
を
寄
せ
赤
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見
る
目
元
や
さ
し
き
そ
の

母

の
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お
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風
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苔
に
陣
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れ
い
る
古

家

哀

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

堀

　

ス

ミ

エ

花
火
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つ
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カ
ヌ
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交
う
夕
映

え
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中

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

夏
至
す
ぎ
て
田
植
終
り
し
た
ん
ば
に
は
つ
か
い
の
鴨
が
仲

良

く

泳

ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

石

川

　

智

映

朝
露
に
さ
く
ら
ん
ぼ
の
赤
ひ
と
つ
ぶ
を
ポ
イ
と
含
み
ぬ
さ

す
が
「
山
形
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
恵
美
子

将
棋
界
長
老
の
加
藤
い
ん
た
い
し
年
少
の
藤
井
連
勝
記
録

金

　

　

寿

子

踏
ま
れ
て
も
尚
踏
ま
れ
て
も
咲
き
残
る
蒲
公
英
の
花
路
傍

の

花

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

か
っ
て
庭
に
紫
陽
花
を
植
え
愛
で
て
い
し
父
し
の
び
つ
つ

荒

草

を

抜

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子

（寸評）

★
「
昭
和
に
は
」
の
歌
。
作
者
の
ふ
る
さ
と
の
様
子
を
一
首
に
さ
れ
た
。

作
者
の
幼
い
こ
ろ
に
は
沢
山
お
ら
れ
た
人
々
。
過
疎
化
が
進
み
現
在

は
児
童
が
三
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
淋
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

★
「
手
術
終
え
」
の
歌
。
先
ず
は
手
術
が
無
事
に
済
ん
で
作
者
も
安
堵
な

さ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
未
だ
麻
酔
か
ら
覚
め
な
い
日
一
那
さ
ま
の
ご
様

子
を
案
じ
な
が
ら
付
き
添
っ
て
お
ら
れ
る
。
結
句
に
喜
び
が
あ
る
。

★
「
神
秘
的
」
の
歌
。
現
地
に
立
た
れ
た
方
は
、
霧
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
思
わ
ず
「
神
秘
的
」
と
い
う
こ
と
ば
か
出
る
で
あ
ろ
う
。
火
口
丘

の
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
も
は
っ
き
り
見
え
て
、
そ
の
透
明
度
も
見
え
て
。

★
「
梅
雨
晴
れ
を
」
の
歌
。
ご
病
気
が
良
く
な
ら
れ
て
一
年
を
迎
え
ら
れ

た
。
お
喜
び
の
実
感
が
「
若
妻
風
」
　
で
見
事
に
表
現
出
来
て
い
る
。

（
小
学
一
年
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の
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友
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よ
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ば

う

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子
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受　　　対会

付　　　象場

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
館

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
開
館
時
間
】

水
～
日
曜
日
　
　
1
0
時
～
1
8
時

土

　

5

　

1

2

　

1

9

金
4
⑪
1
8

木

　

3

　

1

0

　

1

7

水

　

2

　

9

　

1

6

火
①
㊥
⑯
㊧
⑳

月
　
⑦
⑭
⑪
㊥

日

　

　

6

　

1

3

　

2

0

　

2

7

新
着
図
書
案
内

《一般書》

人
間
は
だ
ま
さ
れ
る
一
二
浦
　
準
司

『
同
い
年
』
も
の
が
た
り

佐

高

　

　

信

子
と
も
格
差
の
経
済
学
橘
木
　
俊
詔

答
え
方
が
人
生
を
変
え
る

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
A
・
ヴ
ァ
ン
ス

足
で
歩
い
た
頃
の
こ
と
星
野
　
富
弘

福

袋

　

　

　

　

　

　

　

朝

井

ま

か

て

薫
風
た
だ
な
か
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

病

巣

　

　

　

　

　

　

　

　

江

上

　

　

剛

変

幻

　

　

　

　

　

　

　

今

野

　

　

敏

黒

い

波

紋

　

　

　

　

　

曽

根

　

圭

介

政

略

結

婚

　

　

　

　

　

高

殿

　

　

円

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
神
喜
劇
万
城
日
　
学

深

海

の

寓

話

　

　

　

　

森

村

　

誠

一

書
架
の
探
偵
　
　
ジ
ー
ン
・
ウ
ル
フ

階
段
を
下
り
る
女

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク

《児童書》

科
学
の
実
験
大
図
鑑

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン

よ
く
わ
か
る
ネ
ッ
ト
依
存遠

藤
　
美
季

こ
の
本
を
か
く
し
て

プ
レ
ヤ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

手
お
け
の
ふ
く
ろ
う
　
　
あ
へ
弘
士

へ
ん
し
ん
テ
ス
ト
　
あ
き
や
ま
た
だ
し

い
え
す
み
ね
ず
み

ジ
ョ
ン
・
パ
ー
二
ン
ガ
ム

※
新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
検
索
で
き
ま
す
。
図
圭
晶
鞘
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
モ
リ
と
ヤ
モ
リ

小
学
校
が
な
く
な
る
ー
・

ス
イ
ー
ツ
駅
伝

奮
闘
す
る
た
す
く

赤
木
か
ん
子

麻
生
か
つ
こ

二
宮
由
紀
子

ま
は
ら
三
桃

非
廠
・
平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
戦
争
と

平
和
を
考
え
る
絵
本
を
特
集
し
て

い
ま
す
。

《特韓》
「
夏
の
よ
み
も
の
」

夏
の
出
来
事
、
思
い
出
に
残
る

旅
行
な
ど
。
夏
の
お
は
な
し
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

8
月
の
お
は
な
し
会

2
日
・
9
日
・
1
6
日
・
2
3
日
・

3
0
日
の
各
水
曜
日

1
5
時
か
ら
約
1
5
分

は
じ
め
て
の
ヨ
ー
ガ

と
　
き
　
9
月
～
1
2
月
の
第
1
・

第
2
・
第
3
金
曜
日

（
但
し
日
月
の
み
第
2
～
第
4

金
曜
日
）
　
　
　
　
　
全
1
2
回

1
6
時
3
0
分
～
1
7
時
4
0
分
（
7
0
分
）

と
こ
ろ
　
4
階
軽
運
動
室

講
　
師
　
吉
真
　
嶽
士
民

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
も

し
く
は
当
館
ク
ラ
ブ
生

（
女
性
に
限
る
）

受
講
料
　
5
0
0
円

定
　
員
　
1
2
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
8
／
6
～
2
0
に
受
講
料

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

夏
休
み
自
習
室
開
放

と
　
き
　
8
月
3
1
日
ま
で
の
水
～

日
曜
（
土
曜
・
祝
日
を
除

く
）
　
9
時
～
1
7
時
（
日
曜

は
1
0
時
～
）

区
　
分
　
9
時
（
日
曜
は
1
0
時
）

～
1
3
時
・
1
3
時
～
1
7
時

（
原
則
1
日
一
人
1
区
分
・

と
こ
ろ

【間】

当
日
の
電
話
予
約
可
）

1
階
第
4
会
議
室

文
化
会
館℡

3

3

・

1

1

5

1

ま
た
は
役
場
生
涯
学
習
課

平
成
2
9
年
度

町
民
文
化
祭
に
つ
い
て

展
示
期
間
＝
・
1
0
月
2
8
日
～
日
月
3

日
　
（
1
0
／
3
0
・
3
1
休
館
）

申
込
期
間
…
川
月
1
日
～
1
0
月
1
8

日
　
（
開
館
時
間
内
）

作
品
搬
入
…
1
0
月
2
2
日

（
開
館
時
間
内
）

作
品
搬
出
…
日
月
4
日

（
開
館
時
間
内
）

出
品
種
目
…
絵
画
、
書
、
写
真
、

俳
画
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

手
工
芸
、
編
み
物
な
ど

作
品
規
格
…
絵
画
の
部
は
「
2
0
号
」

以
内
。
書
の
部
の
軸
装
は
「
半

切
」
額
装
は
「
半
切
1
／
2
」

以
内
。
写
真
の
部
は
「
半
切
」

以
内
。
（
※
ガ
ラ
ス
入
り
不

可
・
ア
ク
リ
ル
入
り
可
）

出
品
点
数
…
1
人
1
種
目
1
点

（
種
目
が
違
え
ば
同
様
に
可
）

【
間
】
文
化
会
館
事
務
所

℡

3

3

・

1

1

5

1

■

■

一

＿

●

●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

一

●

●

●

■

●

＿

■

●

■

■

●

t

●

＿

忠
岡
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

定
期
演
奏
会
［
凰

日
　
時
　
8
月
1
9
日
　
（
土
）

1
3
時
3
0
分
開
場
1
4
時
開
演

会
　
場
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

★
現
役
生
の
演
奏
会
で
す
ー
・
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
間
】
忠
岡
中
学
校
（
杉
本
）

℡
3
3
・
5
9
0
1

夜
間
中
学
校
に
勉
強
し
に
来
ま

せ
ん
か
。
義
務
教
育
で
す
。
1
6
歳

以
上
で
授
業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

受

付

期

間

　

9

／

1

～

8

（
土
・
日
は
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岸
城
夜
間
中
学
校

岸
和
田
市
野
田
町
2
丁
目
1
9
の
1
9

℡

0

7

2

・

4

3

8

・

6

5

5

3

殿
馬
場
夜
間
中
学
校

さ

か

い

し

き

か

い

く

′

、

し

や

ち

ょ

う

ひ

か

し

　

　

ち

チ

つ

堺
市
堺
区
櫛
屋
町
東
3
丁
2
の
2

℡

0

7

2

・

2

2

1

・

0

7

5

5

市
民
公
問
講
座
の
問
催

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま
で

を
支
え
る
在
宅
医
療
・
介
護
の

基
本
～
　
　
【
参
加
費
無
料
】

日
　
時
　
9
月
2
0
日
～
1
0
月
2
5
日

【間】

の
各
水
曜
日
（
全
6
回
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

忠
岡
町
内
に
在
住
・
在

勤
の
人
　
（
※
原
則
全
6

回
参
加
で
き
る
方
）

8
月
1
6
日
（
水
）
か
ら
電

話
受
付
・
先
着
1
0
名

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
い
さ
か
い
支
援
課
）



胸
青少年健全

育成に尽力

青少年指導員街頭啓発

～音楽は世界を繁く－

這、喜志
臼軍票筆戦遥夏の特別教室 ■肌心付日日＝二■議連謹∃申込受付中J 

・期　　間　～8／31（月～金） 

・学習時間　9時～11時　・受講料　8，640円 

・学習場所　青空自治集会所 

・お聞合せ・申込先　藤田　美和　℡090－5050－1903 

～夏休み期間　学研教室で 
一緒に勉強してみませんか～ 
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第
4
1
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
〔
み
や
ぎ
総
文
〕

●
自
然
科
学
物
理
部
門

【
和
歌
山
県
代
表
】

※
空
気
砲
の
輪
を
テ
ー
マ
に
出
場

肥
田
季
美
佳
さ
ん

＼

■

■

■

1

■

」

′

等高愛

1
信
中

山・歌
校

和
学

／

し

第
6
0
回
日
本
空
手
道
連
合
会

関
西
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
6
／
1
1
・
東
大
阪
市
）

【
中
学
1
年
男
子
　
組
手
】

優
秀
選
手
　
藤
川
　
駿
介
選
手

（
馬
瀬
2
）

《
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
》

平
成
2
9
年
度
春
季
泉
北
地
区
大
会

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
個
人
の
部
】

準
優
勝
　
治
武
　
若
奈
選
手

（
忠
中
3
・
中
2
）

宮
本
く
る
み
選
手

（
忠
中
3
・
東
3
）

※
第
6
4
回
大
阪
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
出
場
′

泉
北
三
市
一
町
春
季
大
会

【
女
子
団
体
の
部
】

忠
岡
中
学
校
　
第
3
位

平
成
2
9
年
度

『
キ
ッ
ズ
＆
ジ
ュ
ニ
ア

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
』

日
　
時
　
9
月
1
0
日
　
（
日
）
　
～
1
0

月
1
日
　
（
日
）

1
7
時
1
5
分
～
1
9
時

会
　
場
　
新
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
A

コ

　

ー

ト

参
加
費
　
2
0
0
0
円

〔
必
要
な
方
に
は
無
料
で
ラ
ケ

ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ
り
〕

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
の
小
学
生

〔
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
〕

【
間
】
N
P
O
法
人
　
忠
岡
町
庭

球
連
盟
　
〔
事
務
局
・
西
岡
〕

℡

0

9

0

・

3

9

6

6

・

2

4

4

0

大
阪
府
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

本
町
青
少
年
指
導
員

杉
本
祥
二
氏

（
高
月
南
2
）

〔
6
／
2
5
・
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
〕

当
日
の
熊
本
地
震
被
災
地
チ
ャ

リ

テ

ィ

ー

の

9

5

、

6

4

3

円

は

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
入
学
予
定
児

就
学
相
談
受
付

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
す
る

に
あ
た
っ
て
、
障
か
い
な
ど
特
別

な
配
慮
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
学
校
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

奨
学
釜
等
説
胴
・
相
談
芸

日
　
時
　
9
月
2
日
　
（
土
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

会
　
場
　
児
童
館

【
間
】
学
校
教
育
課
（
石
本
）

℡

2

2

・

1

1

2

2

関

空

★
関
西
国
際
空
港
か
ら
の

フ
ラ
イ
ト
が
ま
す
ま
す
充
実
－
・

ベ
ト
ナ
ム
初
の
L
C
C
　
（
格
安

航
空
会
社
）
　
で
あ
る
ジ
ェ
ッ
ト
ス

タ

ー

・

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

の

ハ

ノ

イ

線
が
9
月
1
日
髄
よ
り
週
4
便
、

ダ
ナ
ン
線
が
9
月
2
日
也
よ
り
週

4
便
、
新
規
就
航
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
方

面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
ま
す
ま
す

充
実
し
ま
す
。

こ
の
夏
の
ご
旅
行
は
、
便
利
で

楽
し
い
関
西
国
際
空
港
を
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●

ヽ

‘

】

i

平
成
2
9
年
度

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

試
験
日
　
1
0
月
2
6
日
　
（
木
）

願
書
受
付
期
間

8
月
2
1
日
～
9
月
8
日

（
消
印
有
効
）

会
　
場
　
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ

ー
（
エ
ル
お
お
さ
か
）

【
間
】
文
部
科
学
省生

涯
学
習
推
進
課

℡

0

3

・

5

2

5

3

・

4

1

1

1
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だ
さ
い
。

▼
健
康
相
談

月
～
金
　
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

▼
1
歳
7
・
8
カ
月
児
健
診

8
／
3
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

8
／
1
0
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

8
／
2
5
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
【
受
付
】

［
㈱
凶

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

8
／
1
0
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
日
時
3
0
分

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
と
お
話
、
試
食

▼
ち
く
ち
く
サ
田
ン
　
●
要
予
約

8
／
2
2
　
（
火
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
す
く
す
く
″

●
要
予
約

8
／
8
　
（
火
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

対
象
…
5
か
月
～
1
歳
未
満
児

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

●
要
予
約

9
／
1
・
1
5
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

対
象
…
2
～
4
ヵ
月
（
2
回
コ

ー
ス
）
　
※
8
月
は
お
休
み

▼
親
子
キ
ッ
チ
ン

『
す
ま
ぁ
と
こ
は
ん
』

（
栄
養
の
話
と
調
理
実
習
）

8
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
2
時

幼
・
保
　
（
年
少
児
）
　
の
親
子

8
／
2
4
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
2
時

幼
・
保
（
年
長
児
）
　
の
親
子

▼
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
相

談
　
　
　
　
《
完
全
予
約
制
》

8
／
3
0
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
日
程
・
時
間
に
つ
い
て
は
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く

歯
科
鯛
中
藩

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
′

町
内
歯
科
医
院
で
歯
科
健
診
を

実
施
中
で
す
。
対
象
は
2
0
歳
以
上

の
住
民
で
、
費
用
は
5
0
0
円
で

す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
町
内
歯
科
医
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

1

～

2

才

ノ

′

／
」！9

′

／

′

／

－

壬

＼

＼

★
予
約
は
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
j
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
色
水
遊
び

特
定
健
診
結
果
説
明
会

（
予
約
不
要
）

8
月
4
日
㈱
・
2
1
日
㈲

1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

特
定
健
診
、
一
般
健
診
を
受
診

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
健
診
結
果

の
見
方
や
数
値
の
説
明
と
、
生
活

習
慣
に
つ
い
て
の
講
話
を
実
施
し

ま
す
。
町
内
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
た
方
は
、
結
果
を
ご
持
参
く
だ

さい
。

l

〓

l

●

－

1
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一
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〓

1

－
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一

　

　

　

■

●

l

〓

1

8
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
8
／
1
0
（
木
）
※
】

▼
縁
日
ご
っ
こ

8
／
2
5
　
（
金
）

①
川
時
～
1
0
時
4
5
分
　
1
歳
児

②
1
1
時
～
日
時
4
5
分

2
歳
以
上

【
8
／
1
5
（
火
）
※
】

▼
パ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ

9
／
5
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
2
時

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
8
／
2
9
（
火
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
ま
た
は

電
話
予
約
を
受
付
け
、
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
し
、
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

※
予
約
日
を
超
え
て
い
て
も
定
員

に
達
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ま
ず
は
お
電
話
を
。
〔
キ

弛
泉
保
健
所
惑
鳶
鋤

℡
4
1
・
1
3
4
2

★
風
し
ん
抗
体
検
査（

要
電
話
予
約
）

8
／
1
0
・
2
4
　
（
木
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

8
／
9
　
（
水
）
　
要
電
話
予
約

受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

★
H
I
V
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒

検
査
・
相
談
　
（
電
話
相
談
可
）

8
／
9
・
2
3
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
日
時

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
（
要
電
話
予
約
）

ヤ
ン
セ
ル
の
場
合
も
同
じ
〕

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

8
／
2
（
水
）
　
身
体
測
定

1
0
（
木
）
・
2
9
（
火
）
・
3
0
（
水
）

②
赤
ち
ゃ
ん
広
場
　
　
出
生
後
歩

行
が
完
了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

8
／
2
8
　
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う

8
／
1
6
　
（
水
）

1
歳
以
上
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



責価み中lZ穿けておきましょう！

麻しん（はしか）・風しん　第2期予防接種

来年度小学校に入学するお子さんは、麻しん・

風しん第2期接種の対象となっています。麻しん
・風しんの予防接種は1～2歳で1回、その後追

加接種として1回の計2回接種が必要です。まだ

接種を受けていないお子さんは、できるだけ早く

接種を済ませましょう。

★接種対象…来年度小学校に入学するお子さん

（平成23年4月2日～24年4月1日生）

★公費（無料）で接種できるのは平成30年3月31

日までです。30年4月以降の接種は自重（7，00

0円～10，000円）となります。

★下記の医療機関で実施しています。直接医療機

関に予約し、接種を受けてください。

★病気、入院等のやむを得ない理由で町内医院で

の接種ができないお子さんは、保健センターに

お問い合わせください。

接種実施医療機関一覧　　　　　（要事前予約）

医療機関名 傀ｨﾝﾙ&��電　話 

安藤外科整形外科医院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ3��ﾃ#��22－5515 

お　　く　　だ　医　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#��ﾃ#r�31－0728 

中川こどもクリニック �(�ｩ8ﾃ(�ﾃ#(�ﾃ�X�ﾃ�2�22－1611 

広　部ク　リ　ニ　ッ　ク �(�ｩ8ﾃ��ﾃC��ﾃ#��32－1831 

真　　鴫　　医　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ�X�ﾃ�r�32－2481 

村　　田　　内　　科 俘(ﾈ馭ｳ(�ﾃ�h�ﾃ3B�46－3700 

や　　ぎ　　医　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃx�ﾃ�b�23－8864 

八木レディースクリニック �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#(�ﾃ3��20－0312 
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；
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；
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厭
離
離
朋
離
－
湾
は

平
成
2
9
年
度
公
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
を
募
集

〔
受
付
期
間
〕

・
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

8
月
1
日
（
火
）
～
3
1
日
（
木
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届8

月
1
0
日
（
木
）
～

9
月
日
日
（
月
）

〔
時
間
〕
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

〔
場
所
〕
　
4
階
　
子
育
て
支
援
課

※
期
間
中
に
届
出
の
な
い
方
は
1
2

月
期
分
の
手
当
て
の
お
支
払
い

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
現
在
受
給
中
の
方
に

は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
時
間
内
に
届
出
が
で
き
な
い
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
払
い
の
お
知
ら
せ

8
月
期
　
（
平
成
2
9
年
4
月
～
7

月
分
）
　
の
児
童
扶
養
手
当
を
大
阪

府
よ
り
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

厚
生
労
働
省
よ
り
、
8
月
1
0
日
㈹

に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
さ
れ
ま

す。

●
雇
用
期
間
　
※
契
約
更
新
あ
り

平
成
3
0
年
3
月
3
1
日
ま
で

●
資
　
　
格
　
保
育
士
資
格

※
経
験
不
問

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
勤
務
時
間
　
①
月
～
土
の
5
日

間
勤
務
（
シ
フ
ト
制
）

9
時
～
1
7
時
1
5
分
の
間
で
実

働
7
、
5
時
間

②
月
～
金
　
1
3
時
～
1
8
時
3
0
分

1
7
時
～
1
8
時
3
0
分

土
…
1
3
時
～
1
8
時
3
0
分

※
勤
務
シ
フ
ト
応
相
談

●

賃

　

　

金

ヽ
．
！
．
－
．
。
．
－
．
．
．
●
．
．
一
．
．
一
．
．
－
．
．
●
．
■
■
．
．
－
■
．
．
■
．

①
時
給
…
1
、
2
5
0
円

②
時
給
…
1
、
2
0
0
円

●

休

　

　

日

　

日

曜

、

祝

日

●
交
通
費
　
距
離
に
応
じ
て
支

給
（
月
上
限
1
万
円
）

●
待
　
　
遇
　
各
種
杜
保
完
備
、

有
給
休
暇
あ
り

●
応
　
　
募
　
子
育
て
支
援
課
ま

で
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
・
資
格
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）
　
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
子
育
て
支
援
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

献
血
に
ご
協
力
を

日
　
時
　
8
月
1
8
日
　
（
金
）
　
1
0

～
1
2
時
・
1
3
～
1
6
時
3
0
分

場
　
所
　
役
場
正
面
玄
関

【
間
】
　
い
き
か
い
支
援
課

【
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
】（

大
阪
府
）

こ
こ
ろ
の
病
や
こ
こ
ろ
の
健
康

に
不
安
を
お
持
ち
の
方
、
適
切
な

医
療
機
関
や
社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
知
り
た
い
方
の
た
め
の
電

話
相
談
。

◇
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
…

9
時
3
0
分
～
1
7
時

℡

0

6

・

6

6

0

7

・

8

8

1

4

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

（
和
泉
保
健
所
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
、
認
知
症
、
ひ
き
こ
も

り
、
そ
の
他
こ
こ
ろ
の
健
康
で
困

っ
て
い
る
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
無
料
で
す
。
診
察
で
は
な
い

の
で
薬
は
出
ま
せ
ん
。
治
療
が
必

要
か
ど
う
か
、
本
人
へ
の
か
か
わ

り
方
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

◇
平
日
…
9
時
～
1
7
時
4
5
分

℡
4
1
・
1
3
4
2
　
（
予
約
制
）

【
大
阪
府
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
】

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
。

◇
平
日
…
1
0
時
～
1
2
時

℡

0

6

・

6

6

9

7

・

2

8

9

0

【
福
祉
総
合
相
談
】
　
（
い
き
い

き
ネ
ッ
ト
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
、
日

常
生
活
上
の
困
り
事
や
心
配
事
、

人
権
等
の
相
談
に
応
じ
、
各
関
係

機
関
と
連
携
し
て
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
毎
月
第
3
水
曜
日
1
0
時
～
1
5
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
（
予
約

不
要
）
　
　
℡
3
1
・
1
6
6
6



8日の行事カレンダー

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

【ゴミ収集日の凡例】 �1 �"�3 釘�5 
一般コミ◎‥・馬瀬、北出、高月南・北 凵E消費相談（14P） 凵E1歳7・8カ月健診 ��X���)�ｩ&ｸ���E��｢�・北出盆踊り 

一般コミ◎…新浜、忠岡南・中・北・棄 刄Xポーツセンター 刧S13：00～ ��Y�X+��Y�Xﾞﾉ�ﾒ��ﾓ�X�c�����（2P） 

★ペ…ペットボトル回収 ★プラ…その他プラ回収 ★（西）…南海線西側 ★（東）…南海線東側 凾ﾌプールは31日ま で休まず営業 劍�X,ﾈ-�,ﾈ-�5H8ﾘ92�u3���c������Xﾉ)�hﾈｸ惓��k陞��x��8�c�����H�c3��

一般ゴミ④・ぺ（東） プラ（西） �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東） �ｩLｨ587鑼2�-����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 

6 途�8 湯�10 ����(,ﾉ?｢�12 
・おもちゃの病院 凵E消責相談（14P） 凵E4カ月健診 ��Xﾘ(ﾈ�>ﾉg駢�.�� 

⑳9：30～11：30 凵气wビマすくすく 　⑳10：00～ 刧S13：00～ ◆もぐもぐキッチン ⑳10：30～ ���%��｢�

缶・ビン（西） プラ（乗） �ｩLｨ587鑼2�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾈ�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587��侏��

13 ��B�15 ��b�17 ����19 
・墓店（1P） ・忠岡町民盆踊り 大会（1P） 凵E平和の鐘 ◎12：00～ ・馬瀬盆踊り （2P） ◆人権相談（14P） ・消責相談（14P） 凵E労働相談（14P） ��X��N��ｩ&ｸ���E��｢�

缶・ビン（西） プラ（乗） �ｩLｨ587鑼8�X-����h�｢�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾈ�｢�一般ゴミ④ ぺ（西） �ｩLｨ587鑼r�

20 l �#��22 �#2�24 �#R�26 
・健診結果説明会 ��X��N��ｩ&ｸ���E��｢�◆法律相談（14P） 凵E消色相談（14P） ��Yfｸｾig駢�.��

⑳13：00～14：30 ���+�*ﾘ+�*ﾘ5H8ﾘ92���u3���c�����凵E身長・体重測定 日㊨10：00～ ���%��｢�

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ587鑼2�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾈ�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587����b�

27 �#��29 ・消費相談（14P） �3��31 プール最終日 スポーツセンター 

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ587閂��7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾈ�｢�

⑳役　場㊨讐ン夕空◎余響）J

⑳文化会館⑳完青票㊥悪書票

⑳窟首富⑳警雪雲竺⑳児童館

◆＝予約が必要です。

ユーーr－一丁一一一一一一「－「頭

・　　　　　　　　　　　・JL

粗大ごみの処分

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353（土・日・祝日、年末年始は休み）
FAX（0725）31－4981　　携帯電話は0725－23－8525へ（有料）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター・受付及び　月～金9時30分～16時

TE L／FAX　　　　　　　　　　　　　搬入時間　士　　9時30分～12時

072－423－2663　（日・祝日、年末年始は休み）


